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459.混成への介入による歩饗変化の演j定方法について
O後藤史江i、金子文成i、密閉登久木塚籾
博3、機井孝宏、ie産業J支持i総合研究所人間福祉阪工学研究部門、之宮
城県産業技術総合センター、 3筑波大学大学段人間総
合科学研究科)
{自的}日常生活において足成の状況は襟足や殺を緩
くことなどで変化する。また足i底挿板など足j長への介
入も綴広い践的で行われており、嫌々な自覚的効楽が
得られることが知られている。しかし、それらの効果
に関する客鋭的評綴は少ない。そこで本続発は、よ急成
の状況の変化が身体;こ与える影響を、 3客観的に評価す
るための評錨指擦について検討することをeOきとしfこ色
{方法;被験者は、健常な女性10名(年齢:22土1議、
身長:161.3土3.9cm、体獲:56.6土3.2kg)であったり
見底の状況は、襟足、靴を緩いた状態で足底挿板を挿
入した状態(Ins)と、挿入しない状態(Nolns)の3条件
とした。被験者は、 2長行路上を各条件下;Z:5l恐ずつ窃
然若走行した。 mlj定;緩怠は、筋護iiJg](お錦の内総広筋、
火線i玄筋、外側広務、半縫機筋、大腿二頭筋、前線脅
務、勝綾筋{内線獄、外側綴)の8筋から導出)、床反
カおよび足j蕊迂(歩行中のー;立務総を総定)であった。
得られたすべてのデ…タは{湾務させたむ解析範滋i土、
床反カの重量密;分力から歩行j弱綴を特定しさ〉滋接地~足
感接地、@足1泉畿地~緩緩ま色、③経離地一足尖離地の
3区間iこ区分した。筋篭留は、試技中のRMSをMVCの
RMSで規格化(以下%RMS) し、各区指j における %R~1S
の平均僚を求めた。また、各務の%RMSが綾大イ援に透
した時間(最大時間)を求めた。床反カは、側方、前後、
室長選Z分力の綾大飽と最小鐙の翠(Ptp)を算出した。な
お、愛護分力iこ関しては⑤と舎の綾大悠と@の綾小悠
の還をそれぞれ求めた。また、各分カにおいて各区間
の積分綴および時開際織を算出'した。足底B:i之、各区
関における足成法の和を算出した。lR椀姿務と条件~
i還の主効薬を二免震と援分散分析で検定した阜床反カと
廷E実在に隠しては、 f護人内の遂の検定には一元統援分
散分析を用いた。[結巣}筋港区立の%RMSの平均健は、
内側広務、半総様筋、大娘二毅筋において条件婆凶に
主効果があった。最大時間は、条件婆[l;1に主効梁が
なかった。床皮カは、 PtP、緩分犠および時間関織の
いずれにも主効果がなかったが、{麗人i今の検定では、
条件婆閣の主効巣があった。 PtPと時鶴間務は3分
カの念てにおいて、また緩分銭は綿後分力ときを夜分カ
において主効薬があった被験者は10名中4名以下で
あった。それに対し機方分力の積分伎では、 ax~)で主
効染が検出され、検出された被験者は8名であった心
{考察とまとめ}本務究の測定議自の中で条件の影響
を最も明確に検出したのは、務窓~であった。床反カ
では、ax舎の償j方分力の積分畿を解析することで、条
件の'影響を10名中8名の被験者で検出できた也したがっ
て、床JS(カなどの力学データは傭人遂の影響を受けや
すいことが示唆された。これらのことから力学データ
を終縞捻様として用いる際i之、~雪人向における変化を
検討することが獲婆であると考えられた企
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